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会科」 の前提的枠組 みは，「国民国家」 における
匚国民教育」 としての 匚公教育制度」 にある。こ
の前提的な枠組みを批判的に再討論して解体の必
要性と可能性を論証する作業が，匚二〇世紀型社
会科」の 厂脱構築」である。評者は森分氏 のこれ
までの研究には， このような前提的な枠組みを明
確化する論点が内在していると認識している。
なお本書は，森分孝治氏の広島大学大学院教育
学研究科教授ご退官の記念の企画でもある。氏の
これまでの研究業績に心より敬意を表するととも
に，今後のご研究のご発展を祈りたい。
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